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61
あなたと多良間村議会をつなぐ

3月定例会

さとうきび畑に囲まれた農道の風景

ふるさと海浜公園での夕日

種子川地区の残石についての管内視察

小学校のブランコで遊ぶ父と子
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編
集
後
記

３
月
号
を
読
ん
で
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
回
は
、「
議
会
だ
よ
り
」が
で
き
る
ま
で
を
紹
介
し

ま
す
。

ま
ず
、定
例
会
に
お
い
て
の
一
般
質
問
、予
算
審
議
、

議
案
審
議
な
ど
は「
文
字
お
こ
し（
音
声
を
文
字
に
変

え
る
こ
と
）」の
専
門
会
社
に
依
頼
し
ま
す
。

後
に
、事
務
局
職
員
に
よ
り
議
員
ご
と
に
ま
と
め
ら

れ
て
配
布
さ
れ
ま
す
。

議
員
に
は
１
ペ
ー
ジ
１
２
０
０
文
字
が
割
り
当
て
ら

れ
、そ
の
範
囲
内
で
ま
と
め
て
提
出
。
広
報
委
員
会（
議

員
３
名
、職
員
２
名
）で
の
編
集
作
業
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

「
誤
字
」「
脱
字
」「
類
語
」「
言
い
回
し
」な
ど
を
念
入

り
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
か
ら
島
外
業
者
へ
デ
ザ
イ
ン
構
成
、

印
刷
、製
本
の
委
託
を
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
出
来
上
が
っ
た「
議
会
だ
よ
り
」は

区
長
さ
ん
の
協
力
で
各
戸
に
配
布
さ
れ
、み
な
さ
ん
の

手
元
に
届
く
と
い
う
流
れ
で
す

村
民
全
体
で
何
人
の
方
が
読
ま
れ
て
い
る
か
気
に
な

る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が・・・

裏
表
紙
は
同
じ
議
案
で
も
、別
々
の
意
見（
考
え
方
）

が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
、否
決
さ

れ
た
条
例
案
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

「
誰
で
も
読
み
や
す
く
、理
解
し
や
す
い
」み
な
さ
ん

が
待
ち
遠
し
く
な
る
よ
う
な「
議
会
だ
よ
り
」作
り
に

委
員
全
員
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

「
議
会
だ
よ
り
」に
対
す
る
要
望
や
意
見
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
広
報
委
員
会
へ
ド
シ
ド
シ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
広
報
委
員　

安
里 

三
喜
男

議 会 ト ピ ッ ク

多良間村長の給料月額
の

特例に関する条例

　村民に誤解を与える条例である。
　裁判所による「調停」「追加費用請求事件」などで村民に心配をかけ
たと村長。
　調停などがなければ３億716万円余の村からの持ち出しがあったのでは。
　問題発生から間違った情報（職員の懈怠、工程管理の不備によって損
害賠償金が発生）しか伝わっていない人達は、「追加費用請求事件の和
解成立」ではなく損害賠償金での決着を期待した人たちもいる。
　村民にまちがったメッセージを送ることになる。よって、この条例に
は反対する。

　私は村の工程管理などで追加費用が発生したと考えるが、村は工程管
理のミスはないとの見解を示している。実質的には工程管理の誤りを、
村民に心配をかけたとすり替えて減額案を提案するのはおかしいと考える。
　村に誤りがあるわけですから、村長の25％の給与カットだけでは済ま
されない、私はそう思います。
　そういった理由から、私は本案に反対する。

　多良間村製糖施設（含みつ糖製造）機械
器具設置工事の追加費用の件について、建
屋の請負業者の工事が遅れたため、建屋工
事に引き続き施工される予定であった機械
器具設置工事について、追加費用が発生し
た。追加費用が発生した結果、追加費用の
支払のため、裁判所による「調停」、「追加

費用請求事件」等村民の皆様にご心配をお
かけしました。
　よって、村行政の長であります村長の給
料を令和５年４月１日から令和５年６月30日
までの３か月間、25％減額する措置を
講ずるため、本条例を制定す
るものである。 否決

３月13日の本会議で上程された「多良間村長の
給料月額の特例に関する条例」に対して、それ
ぞれ反対の意見だが、反対理由が対照的な二人
の議員の討論があり、全会一致で否決された。

提
案
理
由

反
対
討
論

私はこう考える

私はこう考える

豊見山 正
議員

安里 三喜男
議員



審議した件名 概要 結果

多良間村表彰条例の一部を改正する
条例について

多良間村の自治振興促進のため村政運営へ尽力してきた退職
者で30年以上在職した方を特別永年勤続として功労表彰の対
象とするための改正を行う。及び、現状と合わない条文を削
除するため。

原案
可決

多良間村国民健康保険条例の一部を
改正する条例について 出産育児一時金の額を改めるため。

原案
可決

多良間村国民健康保険税条例の一部を
改正する条例について

国民健康保険法施行令の一部を改正する政令の公布に伴い、
国民健康保険税条例の一部を改正する必要がある。

原案
可決

固定資産評価審査委員会委員の選任に
ついて

住所　多良間村字仲筋
氏名　名嘉真　好太郎 同意

教育委員会委員の任命について 住所　多良間村字仲筋
氏名　大見謝　正勝 同意

令和５年度沖縄県町村土地開発公社
事業計画書について 令和５年度沖縄県町村土地開発公社事業計画書を議会に報告。 報告

多良間村議会の個人情報の保護に関する
条例の制定について

令和３年５月に改正（令和５年４月に施行）された「個人情
報保護に関する法律」に基づき「多良間村個人情報保護条例」
の改正が行われることに伴い、議会が地方公共団体から除外
されるため、新たに「多良間村議会の個人情報の保護に関す
る条例」の制定を提案する。

原案
可決

令和５年度一括交付金新規事業

3 多良間村議会だより

多良間村離島住民交通
コスト負担軽減事業

［概要］定住条件の厳しい
多良間村において、航空事
業者、村及び県が連携し、
村住民等の割高な航空運賃
を低減することで、移動に
伴う負担を軽減する。

［総事業費］1,633千円　

ヤシガニ生息状況調査
及び表示板設置事業

［概要］ヤシガニ保護のた
め、現在の多良間島、水納
島におけるヤシガニの生息
状況を把握し、保全及び今
後の持続的な利用に資する

［総事業費］6,800千円

多良間中学校グラウンド
舗装工事（外周路）

［概要］村民等の交流機会や
運動機会の確保を図るため、
ジョギングやウォーキングコー
スとして、多良間中学校グラ
ウンドの外周路を改修する。

［総事業費］9,900千円

電子黒板整備事業

［概要］将来を担う児童生
徒の人材育成及び学力･情
報活用能力等の向上を図る
ため、各小中学校に電子黒
板を整備し、児童生徒の興
味関心を引きだし、集中力
を高め、分かりやすい事業
環境を整える

［総事業費］14,322千円

令和５年度工事場所　外周路（青色）

審議した件名 概要 結果

令和4年度多良間村一般会計歳入歳出
予算の補正について

歳入歳出予算の総額にそれぞれ9億6,223万1,000円を追加し、
46億5,365万5,000円とする。

原案
可決

令和4年度多良間村国民健康保険事業
特別会計歳入歳出予算の補正について

歳入歳出予算の総額にそれぞれ40万円を減額し、1億6,425万
3,000円とする。

原案
可決

令和4年度多良間村簡易水道事業特別
会計歳入歳出予算の補正について

歳入歳出予算の総額を増減なしとし、総額を歳入歳出それぞ
れ1億1,176万7,000円とする。

原案
可決

令和4年度多良間村介護保険特別会計
歳入歳出予算の補正について

歳入歳出予算の総額にそれぞれ2,615万5,000円を減額し、1
億1,793万7,000円とする。

原案
可決

令和4年度多良間村後期高齢者医療特別
会計歳入歳出予算の補正について

歳入歳出予算の総額にそれぞれ58万1,000円を減額し、1,125
万6,000円とする。

原案
可決

令和５年度多良間村一般会計歳入歳出
予算について

歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ28億1,297万円と
定める。

原案
可決

令和５年度多良間村国民健康保険事業
特別会計歳入歳出予算について

歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億3,151万2,000
円と定める。

原案
可決

令和５年度多良間村簡易水道事業特別
会計歳入歳出予算について

歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億832万2,000円
と定める。

原案
可決

令和５年度多良間村介護保険特別会計
歳入歳出予算について

歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ1,117万5,000円と
定める。

原案
可決

令和５年度多良間村後期高齢者医療特別
会計歳入歳出予算について

歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ28億1,297万円と
定める。

原案
可決

議会の議員の報酬及び費用弁償等に
関する条例の一部を改正する条例について

費用弁償の宿泊料に関する規定について、所要の改正を行う。
別表第１中宿泊料（一夜につき）「6,000円」を「7,000円」
に改める。

原案
可決

多良間村特別職の職員で常勤のものの
給与及び旅費に関する条例の一部を
改正する条例について

旅費の宿泊料に関する規定について、所要の改正を行う。
別表第２中宿泊料（一夜につき）「6,000円」を「7,000円」
に改める。

原案
可決

職員の旅費に関する条例の一部を
改正する条例について

旅費の宿泊料に関する規定について、所要の改正を行う。
別表第１中宿泊料（一夜につき）「6,000円」を「7,000円」に改める。

原案
可決

多良間村長の給料月額の特例に関する
条例について

村長の給料を令和５年４月１日から令和5年６月30日までの
３か月間、25%減額する措置を講ずるため本条例を制定する。 否決

多良間村個人情報保護法施行条例の
制定について

デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法
律（令和３年法律第37号）の制定により、個人情報の保護に
関する法律（平成15年法律第57号）が改正され、地方公共団
体の個人情報保護制度も含め、全国的な共通ルールが個人情
報の保護に関する法律に一元化されたことに伴い、同法の施
行に関し必要な事項を条例で定める必要があるため。

原案
可決

令和５年第１回定例会審議結果
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審議した件名 概要 結果

多良間村表彰条例の一部を改正する
条例について

多良間村の自治振興促進のため村政運営へ尽力してきた退職
者で30年以上在職した方を特別永年勤続として功労表彰の対
象とするための改正を行う。及び、現状と合わない条文を削
除するため。

原案
可決

多良間村国民健康保険条例の一部を
改正する条例について 出産育児一時金の額を改めるため。

原案
可決

多良間村国民健康保険税条例の一部を
改正する条例について

国民健康保険法施行令の一部を改正する政令の公布に伴い、
国民健康保険税条例の一部を改正する必要がある。

原案
可決

固定資産評価審査委員会委員の選任に
ついて

住所　多良間村字仲筋
氏名　名嘉真　好太郎 同意

教育委員会委員の任命について 住所　多良間村字仲筋
氏名　大見謝　正勝 同意

令和５年度沖縄県町村土地開発公社
事業計画書について 令和５年度沖縄県町村土地開発公社事業計画書を議会に報告。 報告

多良間村議会の個人情報の保護に関する
条例の制定について

令和３年５月に改正（令和５年４月に施行）された「個人情
報保護に関する法律」に基づき「多良間村個人情報保護条例」
の改正が行われることに伴い、議会が地方公共団体から除外
されるため、新たに「多良間村議会の個人情報の保護に関す
る条例」の制定を提案する。

原案
可決

令和５年度一括交付金新規事業

3 多良間村議会だより

多良間村離島住民交通
コスト負担軽減事業

［概要］定住条件の厳しい
多良間村において、航空事
業者、村及び県が連携し、
村住民等の割高な航空運賃
を低減することで、移動に
伴う負担を軽減する。

［総事業費］1,633千円　

ヤシガニ生息状況調査
及び表示板設置事業

［概要］ヤシガニ保護のた
め、現在の多良間島、水納
島におけるヤシガニの生息
状況を把握し、保全及び今
後の持続的な利用に資する

［総事業費］6,800千円

多良間中学校グラウンド
舗装工事（外周路）

［概要］村民等の交流機会や
運動機会の確保を図るため、
ジョギングやウォーキングコー
スとして、多良間中学校グラ
ウンドの外周路を改修する。

［総事業費］9,900千円

電子黒板整備事業

［概要］将来を担う児童生
徒の人材育成及び学力･情
報活用能力等の向上を図る
ため、各小中学校に電子黒
板を整備し、児童生徒の興
味関心を引きだし、集中力
を高め、分かりやすい事業
環境を整える

［総事業費］14,322千円

令和５年度工事場所　外周路（青色）



5 多良間村議会だより

垣
かき

花
はな

 幸
ゆき

徳
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　議員

デ
ニ
ム
事
業
の
今
後
は

デ
ニ
ム
事
業
の
今
後
は

　
「
デ
ニ
ム
事
業
」
と
は
、
令
和
３
年
か

ら
５
年
の
沖
縄
県
離
島
活
性
化
推
進
事
業

で
あ
る
。
バ
ガ
ス
を
活
用
し
た
ジ
ー
ン

ズ
、
か
り
ゆ
し
ウ
エ
ア
な
ど
の
製
造
、
販

売
を
目
的
と
し
て
い
る
。
令
和
３
年
度

は
、
事
業
説
明
会
、
意
見
交
換
会
、
展
示

会
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
等
を
し
な
が
ら
、
製
品

の
製
造
ま
で
を
行
っ
て
い
る
。
令
和
４
年

４
月
28
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
に
お

い
て
、「
多
良
間
村
観
光
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
、
ゼ
ロ
年
目
報
告
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
ジ
ー
ン
ズ
、
オ
ー
バ
ー
オ
ー
ル
、

か
り
ゆ
し
ウ
エ
ア
な
ど
の
製
品
が
紹
介
さ

れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
令
和
４
年
度
の
予

算
が
計
上
さ
れ
ず
今
日
に
至
っ
て
い
る
が
、

令
和
４
年
度
の
事
業
内
容
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

観
光
振
興
課
長

　

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の
２
５
０
名
の
方

に
、
農
作
業
時
に
作
業
着
と
し
て
着
て
も

ら
う
予
定
で
あ
り
ま
し
た
が
、
ジ
ー
ン
ズ
、

カ
ー
ゴ
パ
ン
ツ
、
オ
ー
バ
ー
オ
ー
ル
、
計

２
０
０
本
を
作
成
し
、
ジ
ー
ン
ズ
47
本
、

カ
ー
ゴ
パ
ン
ツ
13
本
、
オ
ー
バ
ー
オ
ー
ル

８
本
、
計
68
人
、
34
％
に
し
か
着
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
な
く
、
普
及
が
厳
し
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
し
て
、
令
和
４
年
度
予
算
と
し
て

１
，２
０
０
万
円
を
計
上
し
、
２
０
０
本

の
新
し
い
ジ
ー
ン
ズ
な
ど
を
つ
く
っ
て
も

在
庫
を
増
や
す
だ
け
と
思
い
、
内
閣
府
の

担
当
者
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
必
ず
し
も

継
続
し
な
く
て
も
い
い
と
言
わ
れ
、
継
続

事
業
と
し
て
令
和
４
年
度
は
交
付
申
請
を

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

質
問

　

デ
ニ
ム
類
は
、
ユ
ー
ズ
ド
デ
ニ
ム
と
し

て
販
売
す
る
目
的
で
、
農
作
業
時
に
着
用

し
て
も
ら
い
１
年
後
に
回
収
す
る
予
定
で

あ
っ
た
。
68
名
の
方
に
着
用
を
依
頼
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
回
収
す
る
の
か
、
そ
れ

と
も
買
い
取
っ
て
も
ら
う
の
か
。

観
光
振
興
課
長

　

ジ
ー
ン
ズ
、
カ
ー
ゴ
パ
ン
ツ
等
２
０
０

本
を
作
成
し
、
68
名
の
方
に
着
用
モ
ニ

タ
ー
と
し
て
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。
令

和
４
年
12
月
末
に
古
着
と
し
て
回
収
、
販

売
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
ジ
ー
ン

ズ
な
ど
を
着
用
し
て
も
ら
っ
て
い
る
方
に

尋
ね
る
と
、
９
か
月
た
っ
て
も
数
回
し
か

着
て
も
ら
っ
て
い
な
く
て
、
ユ
ー
ズ
ド
と

し
て
付
加
価
値
が
な
い
の
で
、
現
時
点
で

は
販
売
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
着
て
も
ら
っ
て
い
る
方
と
の
話

合
い
の
場
を
持
ち
な
が
ら
、
販
売
し
て
い

く
検
討
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

意
見

　

残
務
整
理
に
な
る
が
、
今
現
在
も
在
庫

が
あ
る
状
態
。
検
討
中
で
は
な
く
、
将
来

的
に
も
結
果
は
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
早

め
の
対
応
を
求
め
る
。

ココ
ン
テ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
の
入
居
状
況

ナ
ハ
ウ
ス
の
入
居
状
況

　

天
川
地
区
の
コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
は
、
３

つ
の
課
が
押
さ
え
て
あ
る
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
教
育
委
員
会
は
、
１
月
か
ら
赴
任

し
現
在
入
居
し
て
い
る
。

　

完
成
し
て
約
６
か
月
近
く
に
な
る
が
、

コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
も
村
営
住
宅
だ
と
認
識

し
て
い
る
。
長
い
期
間
、
今
の
状
態
は
お

か
し
い
と
思
わ
れ
る
が
、
い
つ
頃
入
居
さ

れ
る
予
定
か
。

住
民
福
祉
課
長

　

当
初
は
歯
科
診
療
所
、
歯
科
医
が
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
募
集
も
か
け
な
が
ら
、

ま
た
歯
科
医
師
住
宅
改
装
も
含
め
て
、
改

装
期
間
中
は
そ
ち
ら
の
コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス

を
利
用
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

た
だ
、
そ
の
歯
科
医
師
、
な
か
な
か
見

つ
か
ら
な
く
て
、
ま
た
予
算
で
も
医
師
住

宅
、
予
算
確
保
し
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
修

繕
に
は
至
っ
て
い
な
い
ん
で
す
が
、
今
後
、

歯
科
医
師
の
コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
入
居
と
い

う
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

観
光
振
興
課
長

　

当
初
、
多
良
間
村
ふ
し
ゃ
ぬ
ふ
観
光
協

会
で
職
員
を
募
集
し
、
コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス

に
入
居
す
る
予
定
で
し
た
が
、
人
材
の
確

保
、
採
用
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
観
光

振
興
課
と
し
て
は
入
居
を
お
断
り
し
て
お

り
ま
す
。

要
望

　

当
局
は
、
早
め
に
入
居
募
集
を
し
、
本

来
の
村
営
住
宅
の
運
営
に
活
用
し
て
も
ら

い
た
い
。

問答

デ
ニ
ム
事
業
の
進
捗
状

況
は

令
和
３
年
度
の
単
独
事

業
と
し
て
終
了

一般質問
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追追
加
費
加
費
用
額
が
増
加
し
た
原
因
は

用
額
が
増
加
し
た
原
因
は

　

令
和
４
年
11
月
15
日
に
行
わ
れ
た
村
議

会
臨
時
会
に
お
い
て
、
追
加
費
用
の
支
払

い
で
裁
判
所
か
ら
和
解
案
が
提
示
さ
れ
議

会
で
可
決
さ
れ
た
。
こ
の
問
題
は
か
れ
こ

れ
５
年
の
歳
月
を
要
し
て
い
る
。

　

そ
の
間
に
、
平
成
31
年
４
月
22
日
、
那

覇
簡
易
裁
判
所
で
、
多
良
間
村
議
会
の

承
認
を
条
件
と
し
て
、
追
加
費
用
額
を

１
億
５
，０
０
０
万
円
と
す
る
調
停
案
が

提
示
さ
れ
た
。
２
日
後
の
多
良
間
村
臨
時

議
会
で
野
党
の
反
対
多
数
で
否
決
さ
れ
、

こ
の
調
停
は
失
効
と
な
っ
た
経
緯
が
あ
る
。

理
由
は
「
責
任
の
所
在
が
は
っ
き
り
し
な

い
」
と
の
こ
と
。

　

当
初
か
ら
、
担
当
職
員
の
懈
怠
、
工
程

管
理
の
不
備
の
繰
り
返
し
。
ど
こ
で
職
員

の
懈
怠
が
あ
り
、
ど
の
工
程
管
理
が
不
備

だ
っ
た
の
か
。
そ
れ
ら
が
基
礎
工
事
の
遅

れ
に
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
っ
た
か
な

ど
の
質
問
や
徹
底
し
た
議
論
も
な
く
、
工

程
管
理
の
不
備
な
ど
で
損
害
賠
償
金
が
発

生
し
た
と
の
主
張
で
あ
る
。

　

今
年
の
「
広
報
た
ら
ま
」
２
月
号
に
製

糖
工
場
追
加
費
用
訴
訟
事
件
で
和
解
成
立

と
い
う
説
明
文
が
載
っ
て
い
る
。

　
「
調
停
で
議
会
の
否
決
が
な
く
成
立
し

て
お
け
ば
」
の
箇
所
で
あ
る
。
こ
れ
は
１

期
目
の
議
員
全
員
は
議
決
に
参
加
し
て
い

な
い
。
現
議
長
も
私
も
否
決
に
は
参
加
し

て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
の
部
分
を
、
村
民
の

皆
さ
ん
に
も
は
っ
き
り
と
理
解
で
き
る
説

明
を
。
３
，０
０
０
万
円
増
額
の
責
任
の
所

在
を
は
っ
き
り
と
述
べ
て
い
た
だ
き
た
い
。

村
長

　

こ
れ
ま
で
も
繰
り
返
し
説
明
し
て
き
た

と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
も
う
一
度
簡
潔
に

そ
の
流
れ
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
月
島
機

械
か
ら
は
、
建
築
工
事
が
遅
れ
追
加
費

用
が
発
生
し
た
こ
と
を
理
由
に
、
当
初

３
億
７
０
０
万
円
の
請
求
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し
、
多
良
間
村
と
し
て
は

過
大
請
求
で
あ
る
と
の
理
由
で
拒
否
し
続

け
た
と
こ
ろ
、
月
島
機
械
は
那
覇
簡
易
裁

判
所
調
停
委
員
会
に
持
ち
込
み
ま
し
た
。

多
良
間
村
、
月
島
機
械
、
両
方
の
意
見
を

集
約
し
ま
し
て
、
平
成
31
年
４
月
、
調

停
委
員
会
か
ら
追
加
費
用
総
額
１
億
５
，

０
０
０
万
円
の
調
停
勧
告
を
受
け
て
お
り

ま
す
。

　

多
良
間
村
と
し
て
は
、
調
定
勧
告
を
受

け
入
れ
た
ほ
う
が
有
利
と
の
考
え
か
ら
、

平
成
31
年
４
月
24
日
の
臨
時
議
会
に
提
案

し
た
が
、
議
会
で
否
決
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

議
会
で
否
決
さ
れ
た
こ
と
が
結
果
的
に
３
，

０
０
０
万
円
増
え
た
原
因
で
あ
り
ま
す
。

　

簡
易
裁
判
所
調
停
委
員
会
か
ら
の

１
億
５
，０
０
０
万
円
の
調
停
に
対
し
、

多
良
間
村
議
会
で
否
決
さ
れ
た
こ
と
が
原

因
で
あ
り
ま
す
の
で
、
結
果
的
に
議
会
の

判
断
は
間
違
っ
て
い
た
と
し
か
言
え
な
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
１
億
５
，０
０
０
万

円
の
調
停
を
否
決
し
た
こ
と
が
原
因
で
あ

る
以
上
、
個
々
の
議
員
に
責
任
が
あ
る
と

考
え
ま
す
が
、
そ
れ
は
議
員
本
人
が
判
断

す
べ
き
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

製
糖
工
場
使
用
料
の
支
払
い

製
糖
工
場
使
用
料
の
支
払
い

　

問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
補
助
金
以
外

の
費
用
（
追
加
費
用
）
を
宮
古
製
糖
側
は

負
担
し
な
い
と
主
張
。
そ
れ
が
ネ
ッ
ク
に

な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
損

害
賠
償
金
で
は
な
く
、
追
加
費
用
と
し
て

確
定
（
和
解
成
立
）
し
た
以
上
、
こ
の
補

助
金
以
外
の
追
加
費
用
も
補
助
対
象
外
経

費
に
入
れ
る
と
考
え
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

　

村
長
も
当
初
か
ら
費
用
は
全
部
使
用
料

に
入
る
と
い
う
説
明
を
さ
れ
て
い
る
。
村

長
の
見
解
を
。

村
長

　

議
員
か
ら
説
明
、
あ
る
い
は
内
容
の
話

が
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ま
で
も

指
定
管
理
に
関
す
る
協
定
書
に
う
た
わ
れ

て
い
る
同
施
設
に
要
し
た
費
用
分
担
分
と

い
う
考
え
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
も
、
こ
れ
か
ら
も
、
追
加
費
用
も
使
用

料
に
入
れ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
続
け
て
き

た
。
和
解
成
立
し
て
か
ら
も
数
回
に
わ

た
っ
て
宮
糖
と
協
議
を
進
め
て
お
り
協
議

は
進
展
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
追
加
費
用
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
最

終
的
な
宮
糖
と
の
決
定
は
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
宮
糖
も
理
解
さ
れ
つ
つ
前
向
き
に
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
い
う
ち
に
何
ら
か

の
形
で
解
決
で
き
る
も
の
と
期
待
を
し
て

い
ま
す
。

問
「
追
加
費
用
事
件
和
解
成
立
」

費
用
増
加
の
原
因
は

答

個
々
の
議
員
に
責
任
が
あ
り

議
員
本
人
が
判
断
す
べ
き

安
あ

里
さと

 三
み

喜
き

男
お

　議員
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垣
かき

花
はな

 幸
ゆき

徳
のり

　議員

デ
ニ
ム
事
業
の
今
後
は

デ
ニ
ム
事
業
の
今
後
は

　
「
デ
ニ
ム
事
業
」
と
は
、
令
和
３
年
か

ら
５
年
の
沖
縄
県
離
島
活
性
化
推
進
事
業

で
あ
る
。
バ
ガ
ス
を
活
用
し
た
ジ
ー
ン

ズ
、
か
り
ゆ
し
ウ
エ
ア
な
ど
の
製
造
、
販

売
を
目
的
と
し
て
い
る
。
令
和
３
年
度

は
、
事
業
説
明
会
、
意
見
交
換
会
、
展
示

会
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
等
を
し
な
が
ら
、
製
品

の
製
造
ま
で
を
行
っ
て
い
る
。
令
和
４
年

４
月
28
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
に
お

い
て
、「
多
良
間
村
観
光
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
、
ゼ
ロ
年
目
報
告
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
ジ
ー
ン
ズ
、
オ
ー
バ
ー
オ
ー
ル
、

か
り
ゆ
し
ウ
エ
ア
な
ど
の
製
品
が
紹
介
さ

れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
令
和
４
年
度
の
予

算
が
計
上
さ
れ
ず
今
日
に
至
っ
て
い
る
が
、

令
和
４
年
度
の
事
業
内
容
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

観
光
振
興
課
長

　

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の
２
５
０
名
の
方

に
、
農
作
業
時
に
作
業
着
と
し
て
着
て
も

ら
う
予
定
で
あ
り
ま
し
た
が
、
ジ
ー
ン
ズ
、

カ
ー
ゴ
パ
ン
ツ
、
オ
ー
バ
ー
オ
ー
ル
、
計

２
０
０
本
を
作
成
し
、
ジ
ー
ン
ズ
47
本
、

カ
ー
ゴ
パ
ン
ツ
13
本
、
オ
ー
バ
ー
オ
ー
ル

８
本
、
計
68
人
、
34
％
に
し
か
着
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
な
く
、
普
及
が
厳
し
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
し
て
、
令
和
４
年
度
予
算
と
し
て

１
，２
０
０
万
円
を
計
上
し
、
２
０
０
本

の
新
し
い
ジ
ー
ン
ズ
な
ど
を
つ
く
っ
て
も

在
庫
を
増
や
す
だ
け
と
思
い
、
内
閣
府
の

担
当
者
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
必
ず
し
も

継
続
し
な
く
て
も
い
い
と
言
わ
れ
、
継
続

事
業
と
し
て
令
和
４
年
度
は
交
付
申
請
を

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

質
問

　

デ
ニ
ム
類
は
、
ユ
ー
ズ
ド
デ
ニ
ム
と
し

て
販
売
す
る
目
的
で
、
農
作
業
時
に
着
用

し
て
も
ら
い
１
年
後
に
回
収
す
る
予
定
で

あ
っ
た
。
68
名
の
方
に
着
用
を
依
頼
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
回
収
す
る
の
か
、
そ
れ

と
も
買
い
取
っ
て
も
ら
う
の
か
。

観
光
振
興
課
長

　

ジ
ー
ン
ズ
、
カ
ー
ゴ
パ
ン
ツ
等
２
０
０

本
を
作
成
し
、
68
名
の
方
に
着
用
モ
ニ

タ
ー
と
し
て
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。
令

和
４
年
12
月
末
に
古
着
と
し
て
回
収
、
販

売
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
ジ
ー
ン

ズ
な
ど
を
着
用
し
て
も
ら
っ
て
い
る
方
に

尋
ね
る
と
、
９
か
月
た
っ
て
も
数
回
し
か

着
て
も
ら
っ
て
い
な
く
て
、
ユ
ー
ズ
ド
と

し
て
付
加
価
値
が
な
い
の
で
、
現
時
点
で

は
販
売
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
着
て
も
ら
っ
て
い
る
方
と
の
話

合
い
の
場
を
持
ち
な
が
ら
、
販
売
し
て
い

く
検
討
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

意
見

　

残
務
整
理
に
な
る
が
、
今
現
在
も
在
庫

が
あ
る
状
態
。
検
討
中
で
は
な
く
、
将
来

的
に
も
結
果
は
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
早

め
の
対
応
を
求
め
る
。

ココ
ン
テ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
の
入
居
状
況

ナ
ハ
ウ
ス
の
入
居
状
況

　

天
川
地
区
の
コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
は
、
３

つ
の
課
が
押
さ
え
て
あ
る
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
教
育
委
員
会
は
、
１
月
か
ら
赴
任

し
現
在
入
居
し
て
い
る
。

　

完
成
し
て
約
６
か
月
近
く
に
な
る
が
、

コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
も
村
営
住
宅
だ
と
認
識

し
て
い
る
。
長
い
期
間
、
今
の
状
態
は
お

か
し
い
と
思
わ
れ
る
が
、
い
つ
頃
入
居
さ

れ
る
予
定
か
。

住
民
福
祉
課
長

　

当
初
は
歯
科
診
療
所
、
歯
科
医
が
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
募
集
も
か
け
な
が
ら
、

ま
た
歯
科
医
師
住
宅
改
装
も
含
め
て
、
改

装
期
間
中
は
そ
ち
ら
の
コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス

を
利
用
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

た
だ
、
そ
の
歯
科
医
師
、
な
か
な
か
見

つ
か
ら
な
く
て
、
ま
た
予
算
で
も
医
師
住

宅
、
予
算
確
保
し
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
修

繕
に
は
至
っ
て
い
な
い
ん
で
す
が
、
今
後
、

歯
科
医
師
の
コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
入
居
と
い

う
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

観
光
振
興
課
長

　

当
初
、
多
良
間
村
ふ
し
ゃ
ぬ
ふ
観
光
協

会
で
職
員
を
募
集
し
、
コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス

に
入
居
す
る
予
定
で
し
た
が
、
人
材
の
確

保
、
採
用
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
観
光

振
興
課
と
し
て
は
入
居
を
お
断
り
し
て
お

り
ま
す
。

要
望

　

当
局
は
、
早
め
に
入
居
募
集
を
し
、
本

来
の
村
営
住
宅
の
運
営
に
活
用
し
て
も
ら

い
た
い
。

問答

デ
ニ
ム
事
業
の
進
捗
状

況
は

令
和
３
年
度
の
単
独
事

業
と
し
て
終
了

一般質問
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追追
加
費
加
費
用
額
が
増
加
し
た
原
因
は

用
額
が
増
加
し
た
原
因
は

　

令
和
４
年
11
月
15
日
に
行
わ
れ
た
村
議

会
臨
時
会
に
お
い
て
、
追
加
費
用
の
支
払

い
で
裁
判
所
か
ら
和
解
案
が
提
示
さ
れ
議

会
で
可
決
さ
れ
た
。
こ
の
問
題
は
か
れ
こ

れ
５
年
の
歳
月
を
要
し
て
い
る
。

　

そ
の
間
に
、
平
成
31
年
４
月
22
日
、
那

覇
簡
易
裁
判
所
で
、
多
良
間
村
議
会
の

承
認
を
条
件
と
し
て
、
追
加
費
用
額
を

１
億
５
，０
０
０
万
円
と
す
る
調
停
案
が

提
示
さ
れ
た
。
２
日
後
の
多
良
間
村
臨
時

議
会
で
野
党
の
反
対
多
数
で
否
決
さ
れ
、

こ
の
調
停
は
失
効
と
な
っ
た
経
緯
が
あ
る
。

理
由
は
「
責
任
の
所
在
が
は
っ
き
り
し
な

い
」
と
の
こ
と
。

　

当
初
か
ら
、
担
当
職
員
の
懈
怠
、
工
程

管
理
の
不
備
の
繰
り
返
し
。
ど
こ
で
職
員

の
懈
怠
が
あ
り
、
ど
の
工
程
管
理
が
不
備

だ
っ
た
の
か
。
そ
れ
ら
が
基
礎
工
事
の
遅

れ
に
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
っ
た
か
な

ど
の
質
問
や
徹
底
し
た
議
論
も
な
く
、
工

程
管
理
の
不
備
な
ど
で
損
害
賠
償
金
が
発

生
し
た
と
の
主
張
で
あ
る
。

　

今
年
の
「
広
報
た
ら
ま
」
２
月
号
に
製

糖
工
場
追
加
費
用
訴
訟
事
件
で
和
解
成
立

と
い
う
説
明
文
が
載
っ
て
い
る
。

　
「
調
停
で
議
会
の
否
決
が
な
く
成
立
し

て
お
け
ば
」
の
箇
所
で
あ
る
。
こ
れ
は
１

期
目
の
議
員
全
員
は
議
決
に
参
加
し
て
い

な
い
。
現
議
長
も
私
も
否
決
に
は
参
加
し

て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
の
部
分
を
、
村
民
の

皆
さ
ん
に
も
は
っ
き
り
と
理
解
で
き
る
説

明
を
。
３
，０
０
０
万
円
増
額
の
責
任
の
所

在
を
は
っ
き
り
と
述
べ
て
い
た
だ
き
た
い
。

村
長

　

こ
れ
ま
で
も
繰
り
返
し
説
明
し
て
き
た

と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
も
う
一
度
簡
潔
に

そ
の
流
れ
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
月
島
機

械
か
ら
は
、
建
築
工
事
が
遅
れ
追
加
費

用
が
発
生
し
た
こ
と
を
理
由
に
、
当
初

３
億
７
０
０
万
円
の
請
求
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し
、
多
良
間
村
と
し
て
は

過
大
請
求
で
あ
る
と
の
理
由
で
拒
否
し
続

け
た
と
こ
ろ
、
月
島
機
械
は
那
覇
簡
易
裁

判
所
調
停
委
員
会
に
持
ち
込
み
ま
し
た
。

多
良
間
村
、
月
島
機
械
、
両
方
の
意
見
を

集
約
し
ま
し
て
、
平
成
31
年
４
月
、
調

停
委
員
会
か
ら
追
加
費
用
総
額
１
億
５
，

０
０
０
万
円
の
調
停
勧
告
を
受
け
て
お
り

ま
す
。

　

多
良
間
村
と
し
て
は
、
調
定
勧
告
を
受

け
入
れ
た
ほ
う
が
有
利
と
の
考
え
か
ら
、

平
成
31
年
４
月
24
日
の
臨
時
議
会
に
提
案

し
た
が
、
議
会
で
否
決
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

議
会
で
否
決
さ
れ
た
こ
と
が
結
果
的
に
３
，

０
０
０
万
円
増
え
た
原
因
で
あ
り
ま
す
。

　

簡
易
裁
判
所
調
停
委
員
会
か
ら
の

１
億
５
，０
０
０
万
円
の
調
停
に
対
し
、

多
良
間
村
議
会
で
否
決
さ
れ
た
こ
と
が
原

因
で
あ
り
ま
す
の
で
、
結
果
的
に
議
会
の

判
断
は
間
違
っ
て
い
た
と
し
か
言
え
な
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
１
億
５
，０
０
０
万

円
の
調
停
を
否
決
し
た
こ
と
が
原
因
で
あ

る
以
上
、
個
々
の
議
員
に
責
任
が
あ
る
と

考
え
ま
す
が
、
そ
れ
は
議
員
本
人
が
判
断

す
べ
き
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

製
糖
工
場
使
用
料
の
支
払
い

製
糖
工
場
使
用
料
の
支
払
い

　

問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
補
助
金
以
外

の
費
用
（
追
加
費
用
）
を
宮
古
製
糖
側
は

負
担
し
な
い
と
主
張
。
そ
れ
が
ネ
ッ
ク
に

な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
損

害
賠
償
金
で
は
な
く
、
追
加
費
用
と
し
て

確
定
（
和
解
成
立
）
し
た
以
上
、
こ
の
補

助
金
以
外
の
追
加
費
用
も
補
助
対
象
外
経

費
に
入
れ
る
と
考
え
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

　

村
長
も
当
初
か
ら
費
用
は
全
部
使
用
料

に
入
る
と
い
う
説
明
を
さ
れ
て
い
る
。
村

長
の
見
解
を
。

村
長

　

議
員
か
ら
説
明
、
あ
る
い
は
内
容
の
話

が
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ま
で
も

指
定
管
理
に
関
す
る
協
定
書
に
う
た
わ
れ

て
い
る
同
施
設
に
要
し
た
費
用
分
担
分
と

い
う
考
え
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
も
、
こ
れ
か
ら
も
、
追
加
費
用
も
使
用

料
に
入
れ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
続
け
て
き

た
。
和
解
成
立
し
て
か
ら
も
数
回
に
わ

た
っ
て
宮
糖
と
協
議
を
進
め
て
お
り
協
議

は
進
展
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
追
加
費
用
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
最

終
的
な
宮
糖
と
の
決
定
は
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
宮
糖
も
理
解
さ
れ
つ
つ
前
向
き
に
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
い
う
ち
に
何
ら
か

の
形
で
解
決
で
き
る
も
の
と
期
待
を
し
て

い
ま
す
。

問
「
追
加
費
用
事
件
和
解
成
立
」

費
用
増
加
の
原
因
は

答

個
々
の
議
員
に
責
任
が
あ
り

議
員
本
人
が
判
断
す
べ
き

安
あ

里
さと

 三
み

喜
き

男
お

　議員
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牛
舎
団
地
に
つ
い
て

牛
舎
団
地
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
11
月
に
建
設
さ
れ
た
、
牛
舎

団
地
が
稼
働
し
始
め
ま
し
た
。
母
牛
15
頭

牛
房
が
２
室
、
母
牛
10
頭
牛
房
が
２
室
、

附
属
設
備
と
し
て
堆
肥
舎
１
室
、
ホ
イ
ル

ロ
ー
ダ
ー
１
台
が
備
わ
っ
て
お
り
、
若
手

の
畜
産
農
家
４
軒
が
活
用
し
て
い
る
。

　

現
在
の
牛
舎
団
地
の
運
営
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。

産
業
経
済
課
長

　

現
在
２
年
目
で
、
繁
殖
牛
が
全
体
で
20

頭
、
子
牛
が
15
頭
で
利
用
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

増増
頭
計
画
に

頭
計
画
に
つ
い
て

つ
い
て

　

増
頭
計
画
は
ス
ム
ー
ズ
か
。
今
後
の
資

金
面
に
関
す
る
話
、
あ
る
い
は
助
言
等
は
、

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

産
業
経
済
課
長

　

現
在
は
、
優
良
繁
殖
牛
導
入
事
業
を
１

農
家
が
利
用
し
、
あ
と
１
農
家
は
待
ち
状

況
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

家
畜
保
健
衛
生
所
普
及
課
と
も
、
資
金

の
面
、
経
営
の
面
等
、
あ
る
い
は
宮
古
島

市
で
の
講
習
会
等
に
も
参
加
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

現
場
の
飼

現
場
の
飼
養養
管
理
に
つ
い
て

管
理
に
つ
い
て

　

す
で
に
牛
舎
が
狭
い
と
い
う
印
象
で
す

が
、
牛
舎
内
で
創
意
工
夫
し
て
、
適
正
管

理
、
適
正
出
荷
が
で
き
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
見
え
る
が
。

産
業
経
済
課
長

　

補
助
事
業
を
投
入
し
て
の
施
設
と
い
う

こ
と
で
、
事
業
の
要
綱
要
領
等
に
基
づ
い

て
、
今
後
何
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
を

説
明
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

格
納
庫
に
つ
い
て

格
納
庫
に
つ
い
て

　

こ
の
施
設
に
は
ホ
イ
ル
ロ
ー
ダ
ー
が
１

台
あ
り
ま
す
が
、
雨
風
に
さ
ら
さ
れ
た
ま

ま
に
な
っ
て
い
る
。
格
納
庫
が
必
要
だ
と

思
う
が
。

産
業
経
済
課
長

村
長
と
も
協
議
を
し
な
が
ら
前
向
き
に
取

り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

使
用
料
に
つ
い
て

使
用
料
に
つ
い
て

　

現
在
、
本
村
の
セ
リ
価
格
は
県
内
最
安

値
の
市
場
と
な
っ
て
い
る
。
村
と
し
て
家

賃
の
軽
減
、
あ
る
い
は
免
除
を
す
べ
き
だ

と
考
え
ま
す
が
。

産
業
経
済
課
長

　

減
免
の
理
由
と
い
う
の
が
ま
だ
、
天
災

と
か
感
染
症
と
か
、
あ
る
い
は
村
長
が
特

別
な
理
由
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
認
め
た

と
き
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
申
出

が
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
村
長
と
の
協
議
を
し

て
か
ら
判
断
し
た
い
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

利
用
期
間
に
つ
い
て

利
用
期
間
に
つ
い
て

　

原
則
は
利
用
期
間
５
年
で
あ
る
。
牛
舎

団
地
か
ら
出
た
後
の
牛
舎
増
設
、
あ
る
い

は
装
置
や
い
ろ
ん
な
資
金
の
面
な
ど
に
心

配
が
あ
り
、
生
産
意
欲
の
低
下
及
び
弱
体

化
が
懸
念
さ
れ
る
。
こ
の
利
用
期
間
に
つ

い
て
の
村
長
の
見
解
は
。

村
長

　

こ
の
牛
舎
団
地
の
目
的
は
、
増
頭
に
向

け
て
取
り
組
む
、
小
規
模
農
家
を
も
っ
と

増
頭
さ
せ
て
成
長
さ
せ
て
い
く
、
あ
る
い

は
新
規
農
家
を
育
成
し
て
い
く
と
い
う
よ

う
な
３
つ
の
目
的
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
現
在
、
５
年
間
の
飼
育
期
間
と
い
う
の

が
ま
だ
来
て
い
ま
せ
ん
。
そ
し
て
５
年
後

の
飼
育
状
況
、
農
家
の
現
状
が
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
、
社
会
情
勢
が
ど
う
だ
っ
た

の
か
を
勘
案
し
て
そ
の
後
に
検
討
す
る
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。
今
現
在
の
こ
の
期
間

が
短
い
と
か
長
い
と
か
じ
ゃ
な
く
、
そ
の

時
点
で
検
討

し
て
い
く
と

い
う
こ
と
に

な
る
と
思
い

ま
す
。

問

牛
舎
団
地
の
運
営
状
況
は

答

事
業
の
要
網
要
領
に
基

づ
い
て
進
め
て
い
る

豊
と

見
み

城
しろ

 玄
げん

弘
こう

　議員

牛舎団地とホイルローダー

一般質問
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国
営
事
業
の
受
け
入
れ
準
備
は

国
営
事
業
の
受
け
入
れ
準
備
は

　

令
和
６
年
度
工
事
着
工
予
定
の
国
営
事

業
に
つ
い
て
、
当
局
は
ど
の
よ
う
な
受
け

入
れ
準
備
を
進
め
て
い
る
か
伺
う
。

総
務
財
政
課
長

　

国
営
事
業
は
、
令
和
４
年
度
か
ら
全
体

実
施
設
計
が
３
か
年
行
わ
れ
、
そ
の
後
10

年
の
計
画
で
工
事
が
着
工
し
ま
す
。

　

国
は
そ
の
事
業
体
制
の
た
め
に
人
員
、

庁
舎
、
宿
舎
の
整
備
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

　

村
と
し
ま
し
て
も
庁
舎
と
宿
泊
施
設
の

用
地
の
協
力
等
、
丁
寧
な
受
け
入
れ
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

要
望

　

こ
の
事
業
は
、
村
民
も
農
家
も
期
待
し

て
い
ま
す
の
で
、
一
日
も
早
く
完
了
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

旧
一
周
道
路
の
道
路
管
理
は

旧
一
周
道
路
の
道
路
管
理
は

　

旧
一
周
道
路
の
、
マ
ガ
リ
ト
ゥ
ブ
リ
か

ら
、
ス
ス
ゥ
キ
バ
マ
ト
ゥ
ブ
リ
ま
で
の
道

路
や
歩
道
が
清
掃
さ
れ
て
い
な
い
。
ト
ゥ

ブ
リ
道
も
整
備
さ
れ
景
観
も
よ
く
な
っ
て

お
り
、
早
急
な
清
掃
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
が
。

土
木
建
設
課
長

　

確
か
に
旧
一
周
道
路
に
関
し
て
は
、
も

う
10
年
以
上
そ
の
ま
ま
、
清
掃
も
さ
れ
ず

に
ほ
っ
た
ら
か
し
の
状
態
で
す
。

　

現
在
建
設
中
の
フ
タ
ツ
ガ
ー
線
が
、
令

和
６
年
度
完
了
予
定
を
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
年
度
予
算
で
重
機
使
用
料
、
清
掃
費
、

報
酬
等
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

要
望

　

課
長
も
見
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
雑

木
な
ど
が
道
ま
で
覆
っ
て
き
て
い
る
。
定

期
的
な
清
掃
が
必
要
だ
と
思
う
。

　

私
た
ち
の
多
良
間
村
を
美
し
い
村
に
す

る
た
め
に
も
、
き
れ
い
な
道
路
は
大
事
だ

と
思
う
。
ぜ
ひ
適
切
な
道
路
管
理
を
お
願

い
し
た
い
。

問

国
営
事
業
の
受
け
入
れ

準
備
は

答

丁
寧
な
受
け
入
れ
を
予
定

森
もり

山
やま

 実
さね

夫
お

　議員

国
営
事
業
と
は
？　

﹁
多
良
間
地
区
国
営
か
ん
が
い
排

水
事
業
﹂
に
つ
い
て

　　

多
良
間
島
に
は
、
河
川
が
な
く
、

農
業
用
水
は
主
に
降
雨
に
依
存
し
て

い
る
た
め
、
生
産
性
が
低
い
不
安
定

な
農
業
経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お

り
、
農
業
振
興
の
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
国
営
か
ん
が
い
排
水

事
業
に
よ
り
農
業
用
水
の
確
保
と
か

ん
が
い
施
設
を
整
備
し
、
農
業
生
産

性
の
向
上
と
農
業
経
営
の
安
定
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
事
業
化
に
向

け
た
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

【
事
業
の
概
要
】

○
受
益
面
積
：
７
５
４
ｈａ（
畑
）

○
主
要
工
事
：

　

集
水
池（
新
設
） 
・
・
・
５
箇
所

　

地
下
水
取
水
施
設（
新
設
） 
20
箇
所

　

揚
水
機
場（
新
設
） 
・
・
10
箇
所

　

用
水
路（
新
設
） 
・
・
・
2
4
㎞ 

　

フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド（
新
設
） １
箇
所

　

水
管
理
施
設（
新
設
） 
・
・
１
式

【
事
業
に
よ
る
効
果
】

① 

か
ん
水
作
業
の
省
力
化

② 

生
産
量
の
安
定
と
増
加

③ 

高
収
益
作
物
へ
の
転
換

通行困難な未管理の道路
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牛
舎
団
地
に
つ
い
て

牛
舎
団
地
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
11
月
に
建
設
さ
れ
た
、
牛
舎

団
地
が
稼
働
し
始
め
ま
し
た
。
母
牛
15
頭

牛
房
が
２
室
、
母
牛
10
頭
牛
房
が
２
室
、

附
属
設
備
と
し
て
堆
肥
舎
１
室
、
ホ
イ
ル

ロ
ー
ダ
ー
１
台
が
備
わ
っ
て
お
り
、
若
手

の
畜
産
農
家
４
軒
が
活
用
し
て
い
る
。

　

現
在
の
牛
舎
団
地
の
運
営
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。

産
業
経
済
課
長

　

現
在
２
年
目
で
、
繁
殖
牛
が
全
体
で
20

頭
、
子
牛
が
15
頭
で
利
用
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

増増
頭
計
画
に

頭
計
画
に
つ
い
て

つ
い
て

　

増
頭
計
画
は
ス
ム
ー
ズ
か
。
今
後
の
資

金
面
に
関
す
る
話
、
あ
る
い
は
助
言
等
は
、

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

産
業
経
済
課
長

　

現
在
は
、
優
良
繁
殖
牛
導
入
事
業
を
１

農
家
が
利
用
し
、
あ
と
１
農
家
は
待
ち
状

況
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

家
畜
保
健
衛
生
所
普
及
課
と
も
、
資
金

の
面
、
経
営
の
面
等
、
あ
る
い
は
宮
古
島

市
で
の
講
習
会
等
に
も
参
加
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

現
場
の
飼

現
場
の
飼
養養
管
理
に
つ
い
て

管
理
に
つ
い
て

　

す
で
に
牛
舎
が
狭
い
と
い
う
印
象
で
す

が
、
牛
舎
内
で
創
意
工
夫
し
て
、
適
正
管

理
、
適
正
出
荷
が
で
き
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
見
え
る
が
。

産
業
経
済
課
長

　

補
助
事
業
を
投
入
し
て
の
施
設
と
い
う

こ
と
で
、
事
業
の
要
綱
要
領
等
に
基
づ
い

て
、
今
後
何
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
を

説
明
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

格
納
庫
に
つ
い
て

格
納
庫
に
つ
い
て

　

こ
の
施
設
に
は
ホ
イ
ル
ロ
ー
ダ
ー
が
１

台
あ
り
ま
す
が
、
雨
風
に
さ
ら
さ
れ
た
ま

ま
に
な
っ
て
い
る
。
格
納
庫
が
必
要
だ
と

思
う
が
。

産
業
経
済
課
長

村
長
と
も
協
議
を
し
な
が
ら
前
向
き
に
取

り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

使
用
料
に
つ
い
て

使
用
料
に
つ
い
て

　

現
在
、
本
村
の
セ
リ
価
格
は
県
内
最
安

値
の
市
場
と
な
っ
て
い
る
。
村
と
し
て
家

賃
の
軽
減
、
あ
る
い
は
免
除
を
す
べ
き
だ

と
考
え
ま
す
が
。

産
業
経
済
課
長

　

減
免
の
理
由
と
い
う
の
が
ま
だ
、
天
災

と
か
感
染
症
と
か
、
あ
る
い
は
村
長
が
特

別
な
理
由
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
認
め
た

と
き
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
申
出

が
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
村
長
と
の
協
議
を
し

て
か
ら
判
断
し
た
い
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

利
用
期
間
に
つ
い
て

利
用
期
間
に
つ
い
て

　

原
則
は
利
用
期
間
５
年
で
あ
る
。
牛
舎

団
地
か
ら
出
た
後
の
牛
舎
増
設
、
あ
る
い

は
装
置
や
い
ろ
ん
な
資
金
の
面
な
ど
に
心

配
が
あ
り
、
生
産
意
欲
の
低
下
及
び
弱
体

化
が
懸
念
さ
れ
る
。
こ
の
利
用
期
間
に
つ

い
て
の
村
長
の
見
解
は
。

村
長

　

こ
の
牛
舎
団
地
の
目
的
は
、
増
頭
に
向

け
て
取
り
組
む
、
小
規
模
農
家
を
も
っ
と

増
頭
さ
せ
て
成
長
さ
せ
て
い
く
、
あ
る
い

は
新
規
農
家
を
育
成
し
て
い
く
と
い
う
よ

う
な
３
つ
の
目
的
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
現
在
、
５
年
間
の
飼
育
期
間
と
い
う
の

が
ま
だ
来
て
い
ま
せ
ん
。
そ
し
て
５
年
後

の
飼
育
状
況
、
農
家
の
現
状
が
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
、
社
会
情
勢
が
ど
う
だ
っ
た

の
か
を
勘
案
し
て
そ
の
後
に
検
討
す
る
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。
今
現
在
の
こ
の
期
間

が
短
い
と
か
長
い
と
か
じ
ゃ
な
く
、
そ
の

時
点
で
検
討

し
て
い
く
と

い
う
こ
と
に

な
る
と
思
い

ま
す
。

問

牛
舎
団
地
の
運
営
状
況
は

答

事
業
の
要
網
要
領
に
基

づ
い
て
進
め
て
い
る

豊
と

見
み

城
しろ

 玄
げん

弘
こう

　議員

牛舎団地とホイルローダー

一般質問
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国
営
事
業
の
受
け
入
れ
準
備
は

国
営
事
業
の
受
け
入
れ
準
備
は

　

令
和
６
年
度
工
事
着
工
予
定
の
国
営
事

業
に
つ
い
て
、
当
局
は
ど
の
よ
う
な
受
け

入
れ
準
備
を
進
め
て
い
る
か
伺
う
。

総
務
財
政
課
長

　

国
営
事
業
は
、
令
和
４
年
度
か
ら
全
体

実
施
設
計
が
３
か
年
行
わ
れ
、
そ
の
後
10

年
の
計
画
で
工
事
が
着
工
し
ま
す
。

　

国
は
そ
の
事
業
体
制
の
た
め
に
人
員
、

庁
舎
、
宿
舎
の
整
備
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

　

村
と
し
ま
し
て
も
庁
舎
と
宿
泊
施
設
の

用
地
の
協
力
等
、
丁
寧
な
受
け
入
れ
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

要
望

　

こ
の
事
業
は
、
村
民
も
農
家
も
期
待
し

て
い
ま
す
の
で
、
一
日
も
早
く
完
了
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

旧
一
周
道
路
の
道
路
管
理
は

旧
一
周
道
路
の
道
路
管
理
は

　

旧
一
周
道
路
の
、
マ
ガ
リ
ト
ゥ
ブ
リ
か

ら
、
ス
ス
ゥ
キ
バ
マ
ト
ゥ
ブ
リ
ま
で
の
道

路
や
歩
道
が
清
掃
さ
れ
て
い
な
い
。
ト
ゥ

ブ
リ
道
も
整
備
さ
れ
景
観
も
よ
く
な
っ
て

お
り
、
早
急
な
清
掃
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
が
。

土
木
建
設
課
長

　

確
か
に
旧
一
周
道
路
に
関
し
て
は
、
も

う
10
年
以
上
そ
の
ま
ま
、
清
掃
も
さ
れ
ず

に
ほ
っ
た
ら
か
し
の
状
態
で
す
。

　

現
在
建
設
中
の
フ
タ
ツ
ガ
ー
線
が
、
令

和
６
年
度
完
了
予
定
を
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
年
度
予
算
で
重
機
使
用
料
、
清
掃
費
、

報
酬
等
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

要
望

　

課
長
も
見
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
雑

木
な
ど
が
道
ま
で
覆
っ
て
き
て
い
る
。
定

期
的
な
清
掃
が
必
要
だ
と
思
う
。

　

私
た
ち
の
多
良
間
村
を
美
し
い
村
に
す

る
た
め
に
も
、
き
れ
い
な
道
路
は
大
事
だ

と
思
う
。
ぜ
ひ
適
切
な
道
路
管
理
を
お
願

い
し
た
い
。

問

国
営
事
業
の
受
け
入
れ

準
備
は

答

丁
寧
な
受
け
入
れ
を
予
定

森
もり

山
やま

 実
さね

夫
お

　議員

国
営
事
業
と
は
？　

﹁
多
良
間
地
区
国
営
か
ん
が
い
排

水
事
業
﹂
に
つ
い
て

　　

多
良
間
島
に
は
、
河
川
が
な
く
、

農
業
用
水
は
主
に
降
雨
に
依
存
し
て

い
る
た
め
、
生
産
性
が
低
い
不
安
定

な
農
業
経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お

り
、
農
業
振
興
の
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
国
営
か
ん
が
い
排
水

事
業
に
よ
り
農
業
用
水
の
確
保
と
か

ん
が
い
施
設
を
整
備
し
、
農
業
生
産

性
の
向
上
と
農
業
経
営
の
安
定
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
事
業
化
に
向

け
た
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

【
事
業
の
概
要
】

○
受
益
面
積
：
７
５
４
ｈａ（
畑
）

○
主
要
工
事
：

　

集
水
池（
新
設
） 
・
・
・
５
箇
所

　

地
下
水
取
水
施
設（
新
設
） 
20
箇
所

　

揚
水
機
場（
新
設
） 
・
・
10
箇
所

　

用
水
路（
新
設
） 
・
・
・
2
4
㎞ 

　

フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド（
新
設
） １
箇
所

　

水
管
理
施
設（
新
設
） 
・
・
１
式

【
事
業
に
よ
る
効
果
】

① 

か
ん
水
作
業
の
省
力
化

② 

生
産
量
の
安
定
と
増
加

③ 

高
収
益
作
物
へ
の
転
換

通行困難な未管理の道路
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オ
ペ
レ
ー
タ
ー
養
成
支
援
に
つ
い
て

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
養
成
支
援
に
つ
い
て

サ
ト
ウ
キ
ビ
収
穫
期
に
お
け
る
各
種
機
械

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
、
人
手
不
足
が

叫
ば
れ
て
い
る
。
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
つ
い

て
の
不
足
を
今
後
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
調
査
し
た
範
囲
で
は
ハ
ー
ベ

ス
タ
ー
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
平
均
年
齢
が

62
・
７
歳
、
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手

の
平
均
年
齢
が
53
・
７
歳
、
ユ
ニ
ッ
ク
車

の
運
転
手
が
52
・
６
歳
と
、
い
ず
れ
も
高

齢
化
し
て
い
る
。
各
種
免
許
等
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
。
行
政
側
と
し
て
運
転
手
の

確
保
の
た
め
の
支
援
等
は
で
き
な
い
か
。

村
長

　

ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
ほ
か
、
収
穫
時
期
の
こ

の
免
許
の
取
得
に
つ
い
て
の
村
か
ら
の
助

成
と
い
う
こ
と
か
と
思
い
ま
す
が
、
各
業

界
、
非
常
に
人
手
不
足
、
そ
し
て
高
齢
に

な
っ
て
い
る
の
が
今
の
日
本
の
社
会
の
現

状
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
村
の
中
で
も
各
職
場
、
例
え

ば
空
港
だ
と
か
、
あ
る
い
は
Ｊ
Ａ
だ
と
か
、

も
ち
ろ
ん
私
た
ち
の
行
政
の
役
場
の
ほ
う

も
そ
う
で
す
し
、
今
要
望
さ
れ
て
い
る
、

あ
る
い
は
お
話
し
さ
れ
て
い
る
件
で
す
が
、

個
人
営
業
関
係
に
つ
い
て
、
た
だ
助
成
し

ま
す
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
果
た
し
て
可

能
か
ど
う
か
。
行
政
は
公
の
業
務
を
す
る

場
合
に
は
助
成
が
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
自
分
の
営
業
の
た
め
に
や
る
免
許

の
場
合
に
行
政
か
ら
や
る
と
な
る
と
、
い

ろ
ん
な
面
で
幅
広
く
な
っ
て
い
く
、
そ
う

い
う
可
能
性
が
出
て
く
る
と
な
る
と
、
全

て
こ
れ
を
や
り
ま
し
ょ
う
と
今
の
段
階
で

は
言
え
な
い
の
か
な
と
い
う
感
じ
を
受
け

て
お
り
ま
す
。

要
望

　

そ
れ
は
行
政
側
と
し
て
、
全
て
を
援
助

す
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
一
時

的
な
支
援
と
い
う
の
が
必
要
で
は
な
い
か

と
思
う
。

多
良
間
海
運
職
員
の
採
用
は

多
良
間
海
運
職
員
の
採
用
は

　

多
良
間
海
運
の
職
員
採
用
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
方
法
で
行
わ
れ
て
い
る
か

伺
う
。

村
長

　

乗
組
員
に
つ
い
て
は
、
航
海
士
、
機
関

士
、
あ
る
い
は
甲
板
員
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
機
関
士
、
航
海
士
に
つ
い
て
は
そ

れ
ぞ
れ
の
資
格
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
先

ほ
ど
の
人
手
不
足
の
こ
と
も
関
わ
っ
て
き

ま
す
が
、
今
こ
う
い
っ
た
資
格
を
持
っ
た

人
が
海
運
業
界
で
相
当
不
足
し
て
い
ま

す
。
経
験
の
あ
る
方
や
、
こ
れ
ま
で
船
舶

に
関
わ
っ
て
い
た
人
た
ち
の
情
報
を
取
り

入
れ
な
が
ら
採
用
し
て
い
る
と
い
う
の
が

現
状
で
す
。

質
問

　

答
弁
の
中
で
、
甲
板
員
も
全
員
、
そ
れ

ぞ
れ
資
格
を
持
っ
て
い
る
方
が
乗
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
船
長
、
機
関
長

以
外
の
人
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
免
許
を

持
っ
た
人
が
全
部
乗
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
か
。

村
長

　

お
答
え
い
た
し
ま
す
。

　

免
許
所
持
者
は
航
海
士
と
機
関
士

で
す
。

質
問

　

現
在
、
多
良
間
島
出
身
者
が
４
名
で
、

伊
良
部
島
出
身
が
５
名
、
平
良
が
４
名
、

石
垣
島
か
ら
１
人
。
こ
の
よ
う
な
採
用
状

況
の
中
で
、
多
良
間
島
出
身
者
が
こ
れ
だ

け
少
な
い
と
い
う
の
は
、
疑
問
に
思
う
が
。

村
長

　

資
格
の
な
い
方
の
今
携
わ
っ
て
い
る
と

こ
ろ
は
、
事
務
所
、
甲
板
、
陸
上
、
多
良

間
の
皆
さ
ん
は
、
そ
の
中
で
、
事
務
所
に

１
人
、
甲
板
に
２
人
、
陸
上
に
１
人
、
資

格
の
あ
る
機
関
士
と
航
海
士
に
つ
い
て
は

１
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
。
多
良
間

の
方
で
こ
の
よ
う
な
資
格
を
持
っ
て
い
る

方
が
、
海
運
の
ほ
う
に
仕
事
を
し
よ
う
と

さ
れ
る
方
が
い
な
い
と
い
う
状
況
で
、
こ

の
航
海
士
と
機
関
士
も
今
現
在
は
経
験
者

が
入
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
多
良

間
出
身
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
方
が
少
な

い
事
が
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

問

製
糖
期
間
中
の
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
確
保
に
つ
い
て

答

個
人
営
業
の
た
め
の
支

援
は
で
き
な
い

豊
と

見
み

山
やま

 常
つね

和
かず

　議員

一般質問
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追
加
費
用
請
求
事
件
に
つ
い
て

追
加
費
用
請
求
事
件
に
つ
い
て

　

村
当
局
は
、
令
和
５
年
２
月
１
日
発
行

の
広
報
た
ら
ま
で
、
製
糖
工
場
追
加
費
用

訴
訟
事
件
で
和
解
が
成
立
と
大
見
出
し
で

報
じ
た
。

　

私
は
、
こ
の
広
報
の
記
事
を
読
ん
で
、

よ
く
も
執
行
部
の
不
手
際
を
棚
に
上
げ

て
、
全
て
を
他
人
の
せ
い
に
で
き
る
も
の

だ
と
あ
き
れ
も
し
、
あ
る
意
味
感
心
も
し

た
。
請
求
事
件
の
核
心
に
は
触
れ
ず
に
、

全
て
周
り
で
起
き
て
い
る
事
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
が
、
追
加
費
用
の
発
生
原
因

に
つ
い
て
月
島
機
械
の
通
知
書
に
は
こ
う

書
い
て
あ
る
。「
貴
村
（
監
督
員
）
に
お

い
て
、
他
の
工
事
者
が
受
注
し
た
基
礎
工

事
の
工
程
管
理
を
誤
り
、
そ
の
結
果
、
通

知
人
（
月
島
機
械
㈱
）
に
２
億
円
以
上
の

追
加
費
用
を
生
じ
さ
せ
た
」
こ
れ
こ
そ
が

追
加
費
用
の
発
生
原
因
で
あ
り
、
訴
訟
事

件
の
核
心
で
あ
る
。

　

通
知
書
で
言
う
２
億
円
以
上
の
追
加
費

用
と
い
う
の
が
、
今
回
の
事
件
で
争
わ
れ

た
２
億
62
万
円
と
い
う
金
額
で
あ
り
、
結

果
と
し
て
１
億
８
，０
０
０
万
円
の
和
解

勧
告
と
な
っ
た
の
は
、
村
の
工
程
管
理
の

誤
り
に
よ
っ
て
生
じ
た
と
す
る
月
島
機
械

の
主
張
を
ほ
ぼ
認
め
た
勧
告
に
な
っ
て
い

る
。
裁
判
所
も
、
多
良
間
村
に
工
程
管
理

の
誤
り
が
あ
り
、
月
島
機
械
に
追
加
費
用

を
生
じ
さ
せ
た
こ
と
を
認
定
し
た
と
い
う

裁
判
の
結
果
と
受
け
止
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
も
う
一
つ
、
追
加
費
用
発
生
の

大
き
な
要
因
は
基
礎
工
事
の
遅
れ
を
把
握

し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
月
島
機
械

と
の
綿
密
な
調
整
を
怠
り
、
曖
昧
な
工
程

管
理
の
中
で
月
島
機
械
の
職
人
を
現
場
入

り
さ
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
。
建
屋
の
工
程

と
機
械
設
備
の
工
程
の
調
整
は
発
注
者
が

行
う
べ
き
管
理
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
不
適
切
な
管
理
が
生
じ
た
結

果
に
つ
い
て
、
当
時
の
監
督
員
で
あ
る
副

村
長
は
ど
う
総
括
し
て
い
る
の
か
。

副
村
長

　

先
日
11
月
の
臨
時
議
会
に
お
い
て
和
解

案
が
議
会
の
承
認
を
い
た
だ
い
て
成
立
し
、

12
月
中
に
和
解
が
成
立
。
そ
れ
に
基
づ
い

て
、
支
払
い
も
12
月
中
に
完
了
し
た
。

　

月
島
が
主
張
し
て
い
る
通
知
書
を
引
用

し
て
、
工
程
管
理
が
今
回
の
事
件
の
原
因

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
月
島
の
ほ

う
と
も
連
携
を
取
っ
て
、
何
よ
り
も
建
築

の
ほ
う
の
進
捗
の
具
合
が
確
か
に
大
き
な

遅
れ
は
な
い
と
い
う
管
理
す
る
側
と
の
話

合
い
、
そ
し
て
建
築
を
担
当
す
る
側
と
の

話
合
い
の
中
で
決
定
を
し
な
が
ら
進
め
て

き
た
。

　

そ
う
い
う
こ
と
で
、
月
島
の
ほ
う
が
通

知
書
で
お
話
し
す
る
よ
う
な
原
因
は
な

か
っ
た
と
認
識
を
持
っ
て
い
る
。

意
見

　

１
億
５
，０
０
０
万
円
で
の
和
解
と
い

う
こ
と
で
あ
る
が
、
私
が
問
題
に
し
て
い

る
の
は
、
ど
う
し
て
そ
う
い
う
金
額
が
発

生
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
。

　

ま
た
、
９
，５
０
０
万
円
の
支
払
い
が

出
納
閉
鎖
日
に
な
っ
た
。
村
長
が
言
う
よ

う
に
、
支
払
い
は
遅
く
す
べ
き
だ
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
、
年
間
の
支
払
い
は
全
て

５
月
31
日
そ
の
辺
に
集
中
す
る
。
契
約
に

従
っ
て
、
あ
る
い
は
約
束
に
従
っ
て
支
払

い
を
す
る
の
が
行
政
事
務
の
在
り
方
で

あ
る
。

　

以
上
で
私
の
質
問
を
終
わ
り
ま
す
が
、

村
民
の
皆
様
に
は
、
執
行
部
の
不
手
際
で

１
億
８
，０
０
０
万
円
の
損
害
賠
償
金
が

生
じ
た
と
い
う
こ
と
は
、
お
分
か
り
い
た

だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

問

追
加
費
用
の
原
因
は
工

程
管
理
の
誤
り

答

そ
れ
が
原
因
で
は
な
い

豊
と

見
み

山
やま

 正
ただし

　議員

調
停
と
は
？　

　

紛
争
当
事
者
の
間
に
第
三
者
が
介

入
し
て
、
双
方
の
互
譲
と
合
意
の
も

と
に
和
解
さ
せ
る
こ
と
。
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オ
ペ
レ
ー
タ
ー
養
成
支
援
に
つ
い
て

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
養
成
支
援
に
つ
い
て

サ
ト
ウ
キ
ビ
収
穫
期
に
お
け
る
各
種
機
械

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
、
人
手
不
足
が

叫
ば
れ
て
い
る
。
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
つ
い

て
の
不
足
を
今
後
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
調
査
し
た
範
囲
で
は
ハ
ー
ベ

ス
タ
ー
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
平
均
年
齢
が

62
・
７
歳
、
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手

の
平
均
年
齢
が
53
・
７
歳
、
ユ
ニ
ッ
ク
車

の
運
転
手
が
52
・
６
歳
と
、
い
ず
れ
も
高

齢
化
し
て
い
る
。
各
種
免
許
等
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
。
行
政
側
と
し
て
運
転
手
の

確
保
の
た
め
の
支
援
等
は
で
き
な
い
か
。

村
長

　

ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
ほ
か
、
収
穫
時
期
の
こ

の
免
許
の
取
得
に
つ
い
て
の
村
か
ら
の
助

成
と
い
う
こ
と
か
と
思
い
ま
す
が
、
各
業

界
、
非
常
に
人
手
不
足
、
そ
し
て
高
齢
に

な
っ
て
い
る
の
が
今
の
日
本
の
社
会
の
現

状
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
村
の
中
で
も
各
職
場
、
例
え

ば
空
港
だ
と
か
、
あ
る
い
は
Ｊ
Ａ
だ
と
か
、

も
ち
ろ
ん
私
た
ち
の
行
政
の
役
場
の
ほ
う

も
そ
う
で
す
し
、
今
要
望
さ
れ
て
い
る
、

あ
る
い
は
お
話
し
さ
れ
て
い
る
件
で
す
が
、

個
人
営
業
関
係
に
つ
い
て
、
た
だ
助
成
し

ま
す
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
果
た
し
て
可

能
か
ど
う
か
。
行
政
は
公
の
業
務
を
す
る

場
合
に
は
助
成
が
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
自
分
の
営
業
の
た
め
に
や
る
免
許

の
場
合
に
行
政
か
ら
や
る
と
な
る
と
、
い

ろ
ん
な
面
で
幅
広
く
な
っ
て
い
く
、
そ
う

い
う
可
能
性
が
出
て
く
る
と
な
る
と
、
全

て
こ
れ
を
や
り
ま
し
ょ
う
と
今
の
段
階
で

は
言
え
な
い
の
か
な
と
い
う
感
じ
を
受
け

て
お
り
ま
す
。

要
望

　

そ
れ
は
行
政
側
と
し
て
、
全
て
を
援
助

す
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
一
時

的
な
支
援
と
い
う
の
が
必
要
で
は
な
い
か

と
思
う
。

多
良
間
海
運
職
員
の
採
用
は

多
良
間
海
運
職
員
の
採
用
は

　

多
良
間
海
運
の
職
員
採
用
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
方
法
で
行
わ
れ
て
い
る
か

伺
う
。

村
長

　

乗
組
員
に
つ
い
て
は
、
航
海
士
、
機
関

士
、
あ
る
い
は
甲
板
員
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
機
関
士
、
航
海
士
に
つ
い
て
は
そ

れ
ぞ
れ
の
資
格
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
先

ほ
ど
の
人
手
不
足
の
こ
と
も
関
わ
っ
て
き

ま
す
が
、
今
こ
う
い
っ
た
資
格
を
持
っ
た

人
が
海
運
業
界
で
相
当
不
足
し
て
い
ま

す
。
経
験
の
あ
る
方
や
、
こ
れ
ま
で
船
舶

に
関
わ
っ
て
い
た
人
た
ち
の
情
報
を
取
り

入
れ
な
が
ら
採
用
し
て
い
る
と
い
う
の
が

現
状
で
す
。

質
問

　

答
弁
の
中
で
、
甲
板
員
も
全
員
、
そ
れ

ぞ
れ
資
格
を
持
っ
て
い
る
方
が
乗
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
船
長
、
機
関
長

以
外
の
人
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
免
許
を

持
っ
た
人
が
全
部
乗
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
か
。

村
長

　

お
答
え
い
た
し
ま
す
。

　

免
許
所
持
者
は
航
海
士
と
機
関
士

で
す
。

質
問

　

現
在
、
多
良
間
島
出
身
者
が
４
名
で
、

伊
良
部
島
出
身
が
５
名
、
平
良
が
４
名
、

石
垣
島
か
ら
１
人
。
こ
の
よ
う
な
採
用
状

況
の
中
で
、
多
良
間
島
出
身
者
が
こ
れ
だ

け
少
な
い
と
い
う
の
は
、
疑
問
に
思
う
が
。

村
長

　

資
格
の
な
い
方
の
今
携
わ
っ
て
い
る
と

こ
ろ
は
、
事
務
所
、
甲
板
、
陸
上
、
多
良

間
の
皆
さ
ん
は
、
そ
の
中
で
、
事
務
所
に

１
人
、
甲
板
に
２
人
、
陸
上
に
１
人
、
資

格
の
あ
る
機
関
士
と
航
海
士
に
つ
い
て
は

１
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
。
多
良
間

の
方
で
こ
の
よ
う
な
資
格
を
持
っ
て
い
る

方
が
、
海
運
の
ほ
う
に
仕
事
を
し
よ
う
と

さ
れ
る
方
が
い
な
い
と
い
う
状
況
で
、
こ

の
航
海
士
と
機
関
士
も
今
現
在
は
経
験
者

が
入
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
多
良

間
出
身
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
方
が
少
な

い
事
が
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

問

製
糖
期
間
中
の
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
確
保
に
つ
い
て

答

個
人
営
業
の
た
め
の
支

援
は
で
き
な
い

豊
と

見
み

山
やま

 常
つね

和
かず

　議員
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追
加
費
用
請
求
事
件
に
つ
い
て

追
加
費
用
請
求
事
件
に
つ
い
て

　

村
当
局
は
、
令
和
５
年
２
月
１
日
発
行

の
広
報
た
ら
ま
で
、
製
糖
工
場
追
加
費
用

訴
訟
事
件
で
和
解
が
成
立
と
大
見
出
し
で

報
じ
た
。

　

私
は
、
こ
の
広
報
の
記
事
を
読
ん
で
、

よ
く
も
執
行
部
の
不
手
際
を
棚
に
上
げ

て
、
全
て
を
他
人
の
せ
い
に
で
き
る
も
の

だ
と
あ
き
れ
も
し
、
あ
る
意
味
感
心
も
し

た
。
請
求
事
件
の
核
心
に
は
触
れ
ず
に
、

全
て
周
り
で
起
き
て
い
る
事
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
が
、
追
加
費
用
の
発
生
原
因

に
つ
い
て
月
島
機
械
の
通
知
書
に
は
こ
う

書
い
て
あ
る
。「
貴
村
（
監
督
員
）
に
お

い
て
、
他
の
工
事
者
が
受
注
し
た
基
礎
工

事
の
工
程
管
理
を
誤
り
、
そ
の
結
果
、
通

知
人
（
月
島
機
械
㈱
）
に
２
億
円
以
上
の

追
加
費
用
を
生
じ
さ
せ
た
」
こ
れ
こ
そ
が

追
加
費
用
の
発
生
原
因
で
あ
り
、
訴
訟
事

件
の
核
心
で
あ
る
。

　

通
知
書
で
言
う
２
億
円
以
上
の
追
加
費

用
と
い
う
の
が
、
今
回
の
事
件
で
争
わ
れ

た
２
億
62
万
円
と
い
う
金
額
で
あ
り
、
結

果
と
し
て
１
億
８
，０
０
０
万
円
の
和
解

勧
告
と
な
っ
た
の
は
、
村
の
工
程
管
理
の

誤
り
に
よ
っ
て
生
じ
た
と
す
る
月
島
機
械

の
主
張
を
ほ
ぼ
認
め
た
勧
告
に
な
っ
て
い

る
。
裁
判
所
も
、
多
良
間
村
に
工
程
管
理

の
誤
り
が
あ
り
、
月
島
機
械
に
追
加
費
用

を
生
じ
さ
せ
た
こ
と
を
認
定
し
た
と
い
う

裁
判
の
結
果
と
受
け
止
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
も
う
一
つ
、
追
加
費
用
発
生
の

大
き
な
要
因
は
基
礎
工
事
の
遅
れ
を
把
握

し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
月
島
機
械

と
の
綿
密
な
調
整
を
怠
り
、
曖
昧
な
工
程

管
理
の
中
で
月
島
機
械
の
職
人
を
現
場
入

り
さ
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
。
建
屋
の
工
程

と
機
械
設
備
の
工
程
の
調
整
は
発
注
者
が

行
う
べ
き
管
理
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
不
適
切
な
管
理
が
生
じ
た
結

果
に
つ
い
て
、
当
時
の
監
督
員
で
あ
る
副

村
長
は
ど
う
総
括
し
て
い
る
の
か
。

副
村
長

　

先
日
11
月
の
臨
時
議
会
に
お
い
て
和
解

案
が
議
会
の
承
認
を
い
た
だ
い
て
成
立
し
、

12
月
中
に
和
解
が
成
立
。
そ
れ
に
基
づ
い

て
、
支
払
い
も
12
月
中
に
完
了
し
た
。

　

月
島
が
主
張
し
て
い
る
通
知
書
を
引
用

し
て
、
工
程
管
理
が
今
回
の
事
件
の
原
因

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
月
島
の
ほ

う
と
も
連
携
を
取
っ
て
、
何
よ
り
も
建
築

の
ほ
う
の
進
捗
の
具
合
が
確
か
に
大
き
な

遅
れ
は
な
い
と
い
う
管
理
す
る
側
と
の
話

合
い
、
そ
し
て
建
築
を
担
当
す
る
側
と
の

話
合
い
の
中
で
決
定
を
し
な
が
ら
進
め
て

き
た
。

　

そ
う
い
う
こ
と
で
、
月
島
の
ほ
う
が
通

知
書
で
お
話
し
す
る
よ
う
な
原
因
は
な

か
っ
た
と
認
識
を
持
っ
て
い
る
。

意
見

　

１
億
５
，０
０
０
万
円
で
の
和
解
と
い

う
こ
と
で
あ
る
が
、
私
が
問
題
に
し
て
い

る
の
は
、
ど
う
し
て
そ
う
い
う
金
額
が
発

生
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
。

　

ま
た
、
９
，５
０
０
万
円
の
支
払
い
が

出
納
閉
鎖
日
に
な
っ
た
。
村
長
が
言
う
よ

う
に
、
支
払
い
は
遅
く
す
べ
き
だ
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
、
年
間
の
支
払
い
は
全
て

５
月
31
日
そ
の
辺
に
集
中
す
る
。
契
約
に

従
っ
て
、
あ
る
い
は
約
束
に
従
っ
て
支
払

い
を
す
る
の
が
行
政
事
務
の
在
り
方
で

あ
る
。

　

以
上
で
私
の
質
問
を
終
わ
り
ま
す
が
、

村
民
の
皆
様
に
は
、
執
行
部
の
不
手
際
で

１
億
８
，０
０
０
万
円
の
損
害
賠
償
金
が

生
じ
た
と
い
う
こ
と
は
、
お
分
か
り
い
た

だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

問

追
加
費
用
の
原
因
は
工

程
管
理
の
誤
り

答

そ
れ
が
原
因
で
は
な
い

豊
と

見
み

山
やま

 正
ただし

　議員

調
停
と
は
？　

　

紛
争
当
事
者
の
間
に
第
三
者
が
介

入
し
て
、
双
方
の
互
譲
と
合
意
の
も

と
に
和
解
さ
せ
る
こ
と
。
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61
あなたと多良間村議会をつなぐ

3月定例会

さとうきび畑に囲まれた農道の風景

ふるさと海浜公園での夕日

種子川地区の残石についての管内視察

小学校のブランコで遊ぶ父と子
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間
村

編
集
後
記

３
月
号
を
読
ん
で
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
回
は
、「
議
会
だ
よ
り
」が
で
き
る
ま
で
を
紹
介
し

ま
す
。

ま
ず
、定
例
会
に
お
い
て
の
一
般
質
問
、予
算
審
議
、

議
案
審
議
な
ど
は「
文
字
お
こ
し（
音
声
を
文
字
に
変

え
る
こ
と
）」の
専
門
会
社
に
依
頼
し
ま
す
。

後
に
、事
務
局
職
員
に
よ
り
議
員
ご
と
に
ま
と
め
ら

れ
て
配
布
さ
れ
ま
す
。

議
員
に
は
１
ペ
ー
ジ
１
２
０
０
文
字
が
割
り
当
て
ら

れ
、そ
の
範
囲
内
で
ま
と
め
て
提
出
。
広
報
委
員
会（
議

員
３
名
、職
員
２
名
）で
の
編
集
作
業
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

「
誤
字
」「
脱
字
」「
類
語
」「
言
い
回
し
」な
ど
を
念
入

り
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
か
ら
島
外
業
者
へ
デ
ザ
イ
ン
構
成
、

印
刷
、製
本
の
委
託
を
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
出
来
上
が
っ
た「
議
会
だ
よ
り
」は

区
長
さ
ん
の
協
力
で
各
戸
に
配
布
さ
れ
、み
な
さ
ん
の

手
元
に
届
く
と
い
う
流
れ
で
す

村
民
全
体
で
何
人
の
方
が
読
ま
れ
て
い
る
か
気
に
な

る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が・・・

裏
表
紙
は
同
じ
議
案
で
も
、別
々
の
意
見（
考
え
方
）

が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
、否
決
さ

れ
た
条
例
案
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

「
誰
で
も
読
み
や
す
く
、理
解
し
や
す
い
」み
な
さ
ん

が
待
ち
遠
し
く
な
る
よ
う
な「
議
会
だ
よ
り
」作
り
に

委
員
全
員
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

「
議
会
だ
よ
り
」に
対
す
る
要
望
や
意
見
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
広
報
委
員
会
へ
ド
シ
ド
シ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
広
報
委
員　

安
里 

三
喜
男

議 会 ト ピ ッ ク

多良間村長の給料月額
の

特例に関する条例

　村民に誤解を与える条例である。
　裁判所による「調停」「追加費用請求事件」などで村民に心配をかけ
たと村長。
　調停などがなければ３億716万円余の村からの持ち出しがあったのでは。
　問題発生から間違った情報（職員の懈怠、工程管理の不備によって損
害賠償金が発生）しか伝わっていない人達は、「追加費用請求事件の和
解成立」ではなく損害賠償金での決着を期待した人たちもいる。
　村民にまちがったメッセージを送ることになる。よって、この条例に
は反対する。

　私は村の工程管理などで追加費用が発生したと考えるが、村は工程管
理のミスはないとの見解を示している。実質的には工程管理の誤りを、
村民に心配をかけたとすり替えて減額案を提案するのはおかしいと考える。
　村に誤りがあるわけですから、村長の25％の給与カットだけでは済ま
されない、私はそう思います。
　そういった理由から、私は本案に反対する。

　多良間村製糖施設（含みつ糖製造）機械
器具設置工事の追加費用の件について、建
屋の請負業者の工事が遅れたため、建屋工
事に引き続き施工される予定であった機械
器具設置工事について、追加費用が発生し
た。追加費用が発生した結果、追加費用の
支払のため、裁判所による「調停」、「追加

費用請求事件」等村民の皆様にご心配をお
かけしました。
　よって、村行政の長であります村長の給
料を令和５年４月１日から令和５年６月30日
までの３か月間、25％減額する措置を
講ずるため、本条例を制定す
るものである。 否決

３月13日の本会議で上程された「多良間村長の
給料月額の特例に関する条例」に対して、それ
ぞれ反対の意見だが、反対理由が対照的な二人
の議員の討論があり、全会一致で否決された。

提
案
理
由

反
対
討
論

私はこう考える

私はこう考える

豊見山 正
議員

安里 三喜男
議員


